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.保
險
制
度
が
實
施
の
効
カ
を
艰
す
る
に
连
办
て
後
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險
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彼
等
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保
險
に
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る
態
度
は
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し
ろ
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險
制
度
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利
益
を
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そ
の
煅
低
生
活
程
度
の
中
に
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括
せ
し
め
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に
あ
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他
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の
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田
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の
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紫
は
凡
て
の
锊
濟
泞
鸩
の
贴
独
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し
て
、
從
て
經TS

學
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わ
ら
ゆ
る
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究
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彼
點
ミ
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ろ
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經
濟
學
の
佥
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か
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學
が
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菊
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软
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ょ
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^
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溉
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ょ
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ざ
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れ
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濟
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此
の
間
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生
ま
れ
穴
る
經
濟
思
想
は
他
方
に
物
的
科
學
硏
究
ゆ
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，凝
を
受
け
て
：必
然
.に
客
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的
差
異
を
偏
重
し
社
#
並
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代
人
類
に
布
す
る
主
觀
的
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興
を
等
闕
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す
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に
莖
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の
當
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可
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よ
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よ
つ
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導
か
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た
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し
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よ
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會
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濟
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む
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以
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客
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經
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ず
ら
る
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非
す
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環
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に
於
け
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變
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ビ
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す
る
の
*
實
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示
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>哲
ば
自
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は
常
に
鄙
f

る
も
の
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ら
れ
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於
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等
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な
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彼
等
の
輪
舯
的
特
贺
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倚
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^
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社
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法
則
は
犁
に
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然
の
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則
ミ
云
ふ
可
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^
非
ず
し
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は
社
#
が
利
州
す
る
自
然
力
の
特
魏
の
結
合
ょ
り
抽
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せ
ら
れ
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る
法
則
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し
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冷
け
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し
き
經
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環
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等
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費
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#
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け
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步
的
運
行
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緻
を
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つ
が
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な
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歩
は
自
然
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^
な
る
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し
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連
緻
た
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霞錄消漿慨濟微

推
論
せ
ら
れ
た
る
法
則
は
他
よ
b

得
ら
れ
た
る
法
則
に 

反
對
す
る
も
の
な
る
.
を
豫
期
す
可
き
な
b

H

M-
に
此
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，一

一

元

論

の

實

證
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し
て
保
亂
政
策
並
'び
に
自
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1

贸
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つ
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へ
る
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之
れ
ビ
等
し
く
消
費
の
法
則
は
人
の 

性
質
の
法
則
に
し
.て
、

' 從
て
人
類
の
感
情
又
は
體
慾
よ 

b

抽
出
せ
ら
る
可
&

に
反
し
て
、
生
產
の
法
則
は
菩
人
，
 

の
生
活
す
る
物
質
的
泄
界
の
法
則
也
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故
に
共
に
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濟 

學
者
の
注
意
す
可
S

事
實
を
無
視
す
る
事
な
く
し
て
浪 

.
费
を
生
'
產
の
下
位
に
立
だ
し
む
る
を
得
ざ
る
ビ

共
^
生 

產
を
'
しV

消
費
に
隸
厕
せ
し
む
る
を
得
ず
。
M

R

i

般 

的
形
式
を
以
て
此
の
ニ
元
論
を
示
さ
ば
經
濟
學
の
一
劍 

は
物
質
的
亂
然
に
基
礎
を
有
じ
、
兹
よ
り
人
類
の
行
動

第十

I

餺
こ

i
.
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雜！錄消赞經濟論

{C
ょ
づ
て
稷
へ
す
を
得
ざ
石
普
遍
的
適
用
の
法
則
を 

.得
。
之
に
反
し
て
多
く
の
經
濟
的
法
則
は
人
類
の
«:
*' 

の
表
現
な
b
。
是
等
は
單
に
修
亚
の
可
能
な
る
の
み
な 

恒
‘は
變
化
し
0
:、
办
を
^
0'
な
り
。
故
に
經
濟
學 

め
ヤ
の
奥
素
が
恒
久
的
な
る
R
對
し
て
他
の
要
寒
は
一 

'時
的
な
k
。
勿
論
之
れ
：に
‘侬
1:
:
吾
人
は
人
類
の
.資
質
が 

樂
易
に
變
じ
轉
可
し
ミ
す
る
も
の
に
ぁ
ら
ざ
れ
共
吾
人 

が
人
類
ど
認
む
る
所
の
特
徵
は
進
化
的
變
異
.K左
右
せ 

::
&
る 

v
—'f
c
l>
b
H
:

(

l
b
i
d
:
p
p
. 

4
.

丨
 5

)

香
人
は
次
で
經
. 

濟
學
研
贺
の
歲
的
耍
素
允
る
消
费
に
つ
い
てp

i
n

 

の
所
論
を
明
か
に
せ
ん
ビ
欲
ず
。

： 

•

,

,

.
_ 

I
'

.
;

.

s
.
^
^
a
t
t
e
n

 
は
前
祸
のH

h
e

 T
H
e
o
r
y

 of D
y
n
a
m
i
c

E
c
o
n
o
m
i
c
s

の
餌
八
節
1-
;
於
て
財
の

消
费
が
貨
物
の
偾 

姐
に
及
ぼ
す
影
繼
を
考
察
せ
り
"
先
づ
經
濟
學
上
に
於 

け
る
消
费
の
意
義
に
關
じ
て
0
く 

S

B
は
消
©
の 

法
則
は
眾
に
人
類
の
享
樂
の
法
則
な
る
が
故
^
其
は
經

竿

1

駿

ニ

ー
0
 

濟
學
の
' 1,

部
分
た
る
も
の
^

非
す
：
主
張
し
"J

e
v
o
n
s

 

は

之

に

對

し

て

經

濟

學

，'の

硏

览

が

人

類

の

享

樂

の

法

則 

の
上
^

據
る
は
明
な
る
が
故
に
且
つ
.他
の
科
學
に
し
て 

此
等
の
法
則
を
啓
發
す
る
も

.

の
な
け
れ
ば
此
等
ゆ
經
濟 

學
者
に
よ
つ
て
研
究
せ
ら
れ
ざ
る
可
か
ら
ず
ビ
云
へ 

b』

。
之
.れ
k

對
し
て
？
择
3

は『

兩
者
は
共
に
消
钱
の 

法
則
が
純
然
た
る
中
：觀
的
事
實
に
基
く
も
の
k

し
て
內 

的
觀
察
又
ば
一
般
妳
經
.驗
よ
り
簡
單
に
歸
納
す
る
事
^
 

よ
つ
て
決
定
せ
ら
れ
得
^
き
も
の
,
tj
な
f
o
.斯
の
如 

き
見
解
を
‘
以

：て

せ

ば

；

M
i
l
i

が
經
濟
的
論
議
よ
卜
池
费 

を除外し、又
が
彼
の
經
濟
學
の
理
論
を
兆 

.し
く
散
谩
な
る
消
锻
，理
論
の
上
k

基
礎
を
求
め
た
る
、
 

共
に
異
常
ビ
す
可
き
に
非
ず』

。
ど(

^
5:
. P. 

3
9
)

實
に 

.塊
太
利
學
派
^
よ
つ
て
明
か
に
ザ
ら
れ
た
る
悄
値
维
說 

は
純
然
れ
る
主
觀
的
礙
實
に
基
&
其
の
硏
究
は
旣
に
谷 

貨
物
の
效
周
が一

{

死
數
量
に
於
.て
存
す
る
事
を
容
認
せ 

る
の
上
R

#
展
す
る
も
の
な
れ
共
消
费
の
法
則
は
そ
の

基
礎
を 一：！

！

は
.主
狐
妳
事
贫
に
ー
挪
は
客
鸛
盼
關
係
に
.
 

有
し
其
の
硏
究
は
此
等
の
財
貨
の
效
用
の

屈
3
並
び
R 

そ
の
_
化
の
狀
態
を
探
究
す
る
^
ぁ
り
。
'

'而
し
てPatten

は
典
の
效
用
の
性
锻
^
つ
い
て
三
種 

類
を
區
別
し
、
單
な
る
生
，*
の
滿
足
を
唱
へ
て
絕
對
‘的 

效
用(absolut

びutilitieŝ

し
、
it
接
生
命
に
關
せ
す
寧 

ろ
生
命
の
內
容
に
關
す
る
も
の
を
糙
極
的
效
.用
',(

？
0
3
_ 

itive 〈miities} 

?
な
-
5其
ー
は
軍
な
る
生
存
に
挪
加
せ
ら 

れ
得
可
き
滿
足
の
綜
量
を
指
ぶ
、
第n

一
は
生
命
の
享
樂 

•を
減
少
せ
し
む
る
.苦
痛
を
與
ふ
る
消
極
的
又
は
杏
定
的 

效
lfl(lsregativ

(!)-utilities)

也
。
.然
も
^'
は
三
種
の
效 

用
の
關
係
に
つ
，い
Iて
は
生
命
iの
必
须
物
件
は
最
高
の
效 

用
を
有
し
齋
侈
品
は
寧
ろ
*
少
0 .
效
用
を
有
す
と
な
す 

.

所
說
に
反
對
し
で
，上
記
の
第
二
純
の
效
用
即
積
極
的
效 

用
を
以
て
吾
人
の
研
究
の
對
象
:̂

す
可
し
と
せ
h 

c 

E. 

く
ハ『

侧
れ
の
生
活
も
生
命
の
絕
.對
的
效
用
^
或
程
度
の 

賴
極
的
效
用
又
は
I
樂
を
附
加
し
、
此
の
總
额
ょ
り
竑

:

第

十

四

餘っ
ニ
ハ
ニ
三

)

雜

0

消
毁
終
濟
論::

«

の
を
定
的
效
甩
又
ば
苦
痛
を
it

朱
す
可
き
も
の
を
包
‘ 

含
す
。
而
し
て
池
费
の
學
說
は
決
し
て
絕
對
的
效
jl
k
 

»

す
る
も
の
^

非
す
。
蓋
丨
是
等
の
效
州
は
之
れ
を
增 

加
し
又
は
«
ル
ノ
し
藏
は
此
較
す
る
を
得
可
か
ら
ざ
れ
ば 
:

也
。
空
氣
は
絕
對
的
效
用
を
有
す
と
雖
も
乳
は
殆
ざ
成 

は
全
く
積
極
的
效
用
を
與
へ
す
。
又
食
物
は
絕
對
的
效 

用
を
有
す
る
と
共
に
普
她
»

極
的
效
用
を
も
併
府
す
。

|

食
物
は
生
命
の
享
樂
に
附
與
す
る
所
あ
る
^

對
し
て空

；：  

|

氣
は
僅
か
に
^

命
を
維
持
す
る
の
み
。
貨
物
の
各
配
合1

 

|

に
對
し
て
吾
人
が
撰
擇
を
な
し
#
る
場
合
に
は
菇
等
の
：

一
貨
物
の
配
合
は
何
れ
も
生
命
の
あ
ら
ゆ
る
必
須
を
®
含 

一.
：せ
ざ
る
可
か
.ら
t̂
p

斯
.の
免
き
性
質
を
ィ
1

る
貨
物
^
>
'

I
:

配
合
は
之
れ
に
ょ
つ
で
吾
人
が
^
樂
の
最
大
贽
を
得
可 

:.

き
配
合
を
撰
擇
す
る
に
ょ
つ
て
を
の
比
較
を
な
す
も
の 

.'也
0
故
に
生
命
の
絕
對
.的
敛
用
或
は
必
須
を
包
含
す
る 

:其
等
の
配
合
が
吾
人
に
最
大
量
の
快
樂
を
與
ふ
る
も
の 

,
ff
'.女

*yj.

す
る
は
^

し
か
ら
ず
。

•
. •
-
生

命

に

ぬ

須

な

る

浓
十
l

m

.

rニ
 

；

：
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貨
物
’は
之
れ
に
‘
對
ず
る
.
代
替
物
な
き
間
は
絕
■
的
效 

;

»
の
.性
質
を
对
す
可
1

ィ
、
：
..然

れ

典

注

泰

ヵ

の

增

加

が

同

，
‘ 

.一
の
愁
绍
を
滿
思
也
し
む
可
き
他
の
貨
物
ビ
の
間
に
搬 

撒
を
訊
较
す
る
に
至
6

で
ば
兩
者
は
：彼
等
の
典
ふ
る
快 

.
幾
に
，1

つ
て
訊
量
ぜ
ら
る
.
、
效
用
を
«

ず
る
^

至
る
；
。:.
: 

.
錄
&

城
彼
等
の
.惯
値
ぱ
其
の
最
後
の
增
加
a

の
積
極
的 

效
那
に
合
せ
ん
ビ
す
。:'
-
'
:吾
人
が
言
棄
に
制
_
を
附
す
る 

^

な
く
し
て
用
ふ
る
時
は
：吾
人
は
效
If
J
'
.ff

る
言
葉
ヒ
以 

で
檄
極
的
效
泔
の
意
味
に
使
用
す
る
も
の
な
り』

(
I
b
l
i

 

p

p
-;
i

3$
-
4
0

)
(

此
の
最
後
の
點
に
關
し
v

a

w

d

w

i

n

R

.
 

A
.

 

s
e
l
i
g
m
s

0:

. Pr
i
n
c
i
p
l
e
s

 

o
f

 

E
c
o
n
o
m
i
c
s
'1916

 

の 

ー
\

五
¥

V
a
l
u
e

 

a
n
d
:

 M
a
r
g
i
n
a
l

 

I
n
c
r
e
m
e
n
t
s

 

〇t 
w
s
l
t
h

 

..の 

一
®i「

ク
ラ
丨
ク
の
法
則
し
を
參
照
す
可
.
 

し)

- 

:

,

,

.

:

. 

‘

次

で

p
a
t
t
e
n

は
池
®
の
g

s
の
槪
耍
を
述
べ
其
の 

法
則
の
爾
な
る
六
鋪
を
祸
げ
た
0

/0
.

.

#

必
#
性
の
法
則
''
'
'
:
.生
命
は
»

襄
に
し
.て
吾
人
は

第

十

一

號

一
v

三
.

K

を
保
.持
せ
ん
が
爲
め
に
他
の
目
的
を
鱗
牲
に
供
ず
る 

を
甘
ん
す
る
も
の
な
b

。

一
 

個
人
の
消
费
す
る
所
'こ
な 

る
財
貨
の
總
て
の
配
合
は
何
れ
も
生
命
を
支
持
し
a

在 

の
肉
體
的
必
耍
を
无
す
^
耍
也
ら
る
る
要
素
^
含
布
す 

可

し

。

：
如

师
R

大
な
る
快
樂
の
總i

T

か
犠
牲
ど
な
る 

も
此
等
の
絕
對
的
效
别
.は
獲
得
せ
ら
れ
f

る
可
か
ら 

■p
o

か
く
て
原
始
的
洒
會
に
於
て
大
多
數
の
人
類
が
象 

各

る
不
幸
S

貧
窮
と
は
何
れ
も
此
の
必
需
性Q

法
⑽

‘ 

の
結
果
^
し
て
蓋
し
其
は
彼
等
を
し
て
殆
ざ
穑
極
的
享 

樂
を
得
る
を
得
ざ
る
が
如
&

消
費
狀
態
に
在
ら
し
め
し 

が
故
也
。

_

一

ー

丨

多

様

性

の

法

則

1

货
物
の
連
續
的
消
费
は
結 

岢
飽
滿
の
域
^

至

：
る

迄

药

の

增

加

.
量

の

效

用

を

漸

減
 

ず
。
：此
の
現
象
は
慾
望
の
變
化
祓
雜
に
ょ
つ
て
阯
±

せ
. 

ら
る
可
く
一
貨
物
ょ
り
他
の
货
物
へ
の
轉
移
は
沿
^
の 

滿
足
の
遞
減
を
止
め
丑
つ
之
怍
を
增
進
す
。
か
く
て
消 

费
貨
物
の
數
の
琳
加
は
各
^

㈣

の
限
麻
效
砠
が
w

f

苹
ふ
も
：の
？

。
''
用
に
依
て
評
？

|

>
に
非
ず
し
て
费
用
I

す
る
：
 

■
1
、

I

の
法
則

.T

貨
物
の
效
用
I

公
共
に
效
用
の
籠
欠
よ

？

#
敬
せ

ら

る

、

也

。

.

!■
■

せ
ら
5

1

の
.

|

&

る
も
の
|

。
か
、

霞

、
.

1

の

法

則
I

 

o
f 

I

s)

，

I

に 

i

財
の
消
5

I

S

和
ず
る
S

I

の
集
に
於
け
る
人
類
の
生
活
は
原
始
的
消
f

於
て
大
f

享 

J

效
S

總
量
は
個
別
的
に
消
费
せ
ら
れ
2

時

の

|

樂

を

霄
&

貨
物
僅
少
E

て
消
费
S

此
等
の
享
樂 

i

f

电
し
て
S

に
大
な
る
も
の
あ
り
。
，從
て
ー
各
货：

物
件
を
湯
得
る
f

多
く
典
の
I

に
»

ら
K

よ
く
調
I

f

 

i

て
f

 

S

效
1

1

 

息

；f

々
の
敫
明
'
の
總
額
よ
卩
も
大
な
る
可
く
、

®
 j

獲
ら
れ
ざ
る
絕
對
的
效
用
を
給
す
る
に
必
S

る
®
度

レ
^
對
に
ー
致
せ
^
る
時
は
.其
：の
減
少
を
見
る
可
し
。

|

に
制
限
す
^
し
。
而
し
て
此
等
の
ゴ
要
な
る
快
规
ー
',丨

か
く
て
S

其
の
消
*

物
件
の
撰
櫸
に
於
て
其
等
の
間j

:
k

相
：一
致
ぜ
ざ
る
擗
は
谷
人
は
是
等
の
消
S

仲
中
よ

の
似
•

を

嚴

ん

：じ

不
_

和
.

2

素
ぼ
之
を
消
费
よ
り
除
.：\

 

i

 AJ

し
てB

和
し
得
る
も
の
を
撰
櫸
し
_

を
他
の

も

る

I

f

。

.

ン
ー■ : 

| 

|

|

極

的

效

用

善

|

絕
對
的
效
川
を 

第
四
、
貴
用
の
法
則
:-
若
し
人
類
が
勞
カ
を
貌
す
事
な
—
有
す
る
貨
物
と
配
合
せ
ん
？

。

i

し
V

I

の

籠

I

足
し
I

I

に
S

S

 

. 

S

I

用

の

集

i

の
i

的
I

〗

 

為

の

麗

よ

蒼

の

泛

S

、い
ま
欢
る
所
S

 :

一
 

同
時
に
霊
的
又
は
廛
的
效
用
を
街
す
。
r

樂
の
A

f

 

f

 

&

れ
I

の
f

。

s

s

件
f

の

總

效

：
威
ば
蕩
的
幸
福
S

I

減
す
f

故
に
I

I

L

 
卷 

S

I

'
雜

錄

|

輪
'

''
.
■
. 
5
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錄

.浪
毀
經
濟
論
：

用
を
有
す
る
も
の
：な
り
。
等
し
f
又
現
狂
快
樂
を
與
へ 

又
は
少
な
く V

も
苦
痛
を
與
：へ
ざ
る
多
く
の
貨
物
も
後 

..

に
於
そ
苦
痛
の
源
ビ
«
る
#
あ
b
。：
 
一*
の
如
ぐ
し
て
否 

^
的
效
州
は
多
く
の
人
の
稍
極
的
敫
用
の
總
馈
を
減
ず 

る
事
に
ょ
つ
て
彼
等
の
消
戥
の
配
列
を
亂
す
^
至
る
？ 

Z
 

(cf'Ibld. 

pp'41-43) 
i 

「『

楚
等
の
消
费
の
法
則
の
祓
雜
な
る
影
響
は
掉
始
的
狀
ー 

撤
.ょ
.ヶ
推
^-
す
る
社
#-
の
级
步
の
方
，问
を
、
财
が
そ
の\  

與
ふ
る
恍
樂
に
依
て
敗
捨
せ
ら
る
，
の
尙
然
的
狀
態
の 

T 

kあ
る
場
合
の
方
向
ビ
、
異
な
ら
し
ひ
る
R
免
る
0 

原
始
的
人
類
が
S
然
的
な
云
，
ふ事は往々
唱

：.へら 

ん
、
所
な
れ
典
も
然
も
香
人
が
彼
等
の
外
況
を
、-
緻
密 

に
«
察
ず
る
時
は
#
等
の
行
動
ば
最
も
不
自
然
な
る
も
-

 

の
な
る
を
知
b
得
可
べ
し
o
彼
等
は
絕
對
的
效
用
の
生 

B

彼

等

,0
注
意
を
要
求
す
る
が
故
に 

> を
の
»

»

 ̂

外
阓
に
つ
い
て
强
き
快
樂
を
滿
.足
せ
し
む
る
を
得
す
。
 

多
ぐ
の
貨
物
^
要
す
る
大
な
る
戥
用
は
そ
の
消
费
.の
«

浓
十1

號
ニ
ニ
四 

.
:
rを
減
少
し
、
彼
等
?:
し
て
否
足
的
效
用
を
^
す
る
貨 

物
を
加
ふ
る
を
餘
儀
な
く
せ
し
む
。
彼
等
の
消
费
せ
ざ 

:
る
可
か
ら
ざ
る
少
數
の
貨
物
は
然
も
相
互
に
調
和
を
缺 

.き
斯
く
て
強
等
に
依
て
得
る
享
樂
の
總
M
は
德
し
く
減 

せ
ら
る
、
に
至
る
可
し』

。(Ibid. 

pp. 

43-44 )

楚
れ
に 

侬
て
是
れ
は
生
產
力
の
僅
少
は
其
の
社
會
の
物
質
的
草 

.樂
を
羾
锥
し
、
：游
锻
撰
擇
の
自
&
を
認
む
璐
は
ざ
る
可 

し
。
即
ち
生
產
カ
に
增
加
は
浪
费
の
方
而
ょ
り
«
て
も 

社
會
を
此
の
不
幸
ょ
り
#
ふ
も
の
な
b
o

『

if
始
的
Mi
會 

ば
斯
の
.
く
し
て
其
の
賴
極
的
效
用
の
總
傲
が
零
の
夥 

ー
多
^
ょ
ち
て
僅
少
な
る
狀
況
の
.T
:

k
紐

織

せ

ら

，
る

、

も 

の
办
り
。
故
に
其
の
進
^
は
大
な
る
快
樂
ょ
り
小
な
る 

快
樂
に
移
る
^
非
す
し
て
正
さ
に
之
れ
ビ
相
反
す
る
方 

向
に
動
く
。
生
產
カ
の
增
加
は
旣
^
消

费

せ

ら

る

.
、
貨
 

物
の
數
摄
を
增
如
す
る
れ
非
す
し
て
ff
t

^
の
利
»
を
攸 

雜
R
す
可
s
に
Jl
j

a
ら
る
。
西
楚
的
效
用
を
有
す
る
货 

物
は
除
か
れ
消
®
全
體
ビ
調
和
せ
ざ
る

財
は
i排
せ
ら

w r  ”

.

れ
、
幸
福
の
總
傲
を
滅
せ
す
し
て
獬
ろ
之
れ
を
埘
加
せ 

し
む
可
き
他
の
財
の
之
れ
に
代
る
に
至
る
。
社
會
の
進 

炎
は
'
旣
に
他
用
せ
ら
る
.>貨
物
の
消
费
を
咐
加
す
る
に 

非
^'
し

て

他

の

消

毁

ビ

調

和

ぜ

ざ

る

財

に

換

へ

て

大

な 

る
幸
福
の
總
量
を
荷
す
る
新
し
&
財
を
用
ふ
る
に
あ
一 

り
。
か
く
て
消
费
せ
ら
る 
>
 貨
物
は
典
の
性
質
顧
*
に
一 

於
て
變
化
し
眾
な
る
數
傲
の

»
加

#̂

ら
ざ
る
が
故
^

.一

 

典
の
：進
少
は
靜
的
變
化
に
非
や
レ
て
動
的
進
步
ビ
云
ふ 

可
し
。；
故
に
)il
l
：
會
進
炭
の
第
一
轎
の
法
則
は
社
會
は
堪 

.純
に
し
て
生
產
の
勞
力
夥
し
き
a

つ
不
調
和
な
る
消
®
 

ょ

-
^
«
雜

に

し

て

勞

カ

の

少

量

な

る

調

别

的

油

费

に

移 

つ
て
進
步
す
ど
云
ふ
一
琳
な
り』

c

 (

J
cr
o:
. p

.

 

4
4
)

消
費 

V

J
rr
l
:
會
進
步
の
關
係
に
し
.て
斯
の
如
し
ビ
せ
ば
社
會
の 

進
步
は
m

な
る
生
產
カ
僧
加
の
U

事
に
依
る
：も
の
に
今 

い
ず
、
即
ち
之
れ
に
伴
^
池
費
の
變
化
に
倚
る
可
き
事 

明
ら
が
な
る
可
し
。
？
备
3

;

は
赃
界
效
用
の
侦
値
說
^
 

對
し
て
日
く『

惯
値
は
限
界
的
效
用
に
據
る
S
す
る
理 

孓

四

卷

(

ニ
ハ
二
七

〕

_

 

.

錄

泔
毁
經
濟
論

論
は1

〗

個
の
假
定
の
上
.に
基
け
り
。
即
ち
！

$:

人
は
最
初 

に
吾
人
の
最
も
强
&

您
激
を
_
见
す
べ
く

、_次
に
：
 

一̂
 

物
の
加
增
的
增
加
盤
は
最
初
の
加
量
に
比
し
て
漸
減
せ
::
.
: 

る
快
樂
を
消
费
者
に
與
ふ
る
も
の
な
り
ミ
す
るJ

一
な 

k

。
然
れ
共
此
.等
の
前
提
は
嚴
密
な
る
意
味
に
於
て
は 

消
#

が
靜
的
な
る
場
合
に
の
み
眞
な
b
fo

一
S1

會
の
外 

況
を
變
化
し
又
は
其
の
社
會
の
生
鹿
カ
を
增
加
せ
し
め 

な
ば
最
初
の
社
曾
的
狀
漉
に
於
て
滿
足
せ
ら
れ
た
る
慾 

求
以
上
の
强
き
慾
盟
を
充
し
得
可
§
財
を
消
费
者
に
髒 

す
を
得
可
し
。

• 

『

吾
人
は
先
づ
最
も
强
き
慾
留
を
充
足
す
る
ぁ
の
な
ヴ 

,
,
S

云
ふ
事
及
び
生
產
力
の
增
加
は
•吾
人
に
同
種
類
同
性 

質
の
財
の
夥
多
を
致
し
、
或
は
乂
消
费
に
於
て
、
ょ
り
. 

:

少
な
き
享
樂
を
典
ふ
る
他
の
V
財
を
授
く
る
も
の
な
b
 

^
 

は
往
：々

唱
へ
ら
る
、
所
な
，り
。

菇
等
の
前
提
ょ
>
し 

て

'
.消
费
貨
物
の

加
堦
的
數
黛
は
最
初
の
坍
加
傲
ょ
り 

も
少
な
き

享
樂
の
源
、じ
な
り
且
つ
.
^
て
谷
貨
物
の
效
用
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號

r
Hハ 

W
最
廉
の
合

S

生
歲
カ
ー
の
猶
進
I

るg

の
：數

2

 

.
ざ

無

に

及

ぶ

。

：

：

』
(

摩

p
p
i
-
4
5
)

增
刘
W

洪
^

.'
«

次
減
少
す
ビ
靡
ず
る
.を
将
可
し
。
然
れ 

H
i

*T>

此
ク
|

ち

奮

的

效

,

私

的

激

州

ビ

を

'廣

玆
に
於
エ
消
5

社
會
的
關
係
並
び
に
興
の
社
會
進 

V
#

る
難
れ
i

つ
て
無
效
ビ
f

 

l

:

f

。
絕
對
的
夢
::

步
に
對
す
る
8

は
W

S

る
可
し
T

K

#

的
I

に 

極
朐
效
州
'の
兩
者
^
就
い
て
撰
禪
す
可
し
と
せ
ば
前
激
—:
:
;ょ
る
消
费
の
柿
類
0.
增
加
は
11
:
龠
を
し
て
其
の
勢
働
を 

;:

が
撰
_

吮
ら
る
.
可

し

、
，
社

會

ょ

6

孤

立

せ

る

個
.人

は
&:
.

:
僅

少

な

る

快

樂

を

與

ふ

る

絕

對

的

效

娟

ょ

り

轉

じ

て

生 

々
0

、
る
招
锊
を
な
す
ど
雖
も
狐
^
的
他
人
の
朽
爲
を
ー
命
を
持
續
す
る
ビ
共
に
消
费
に
大
な
る
哀
樂
を
與
ふ
る 

■

り
て
常
规
の
社
會
的
.關
係
の
下
代
あ
る
_

人
の
行
働
|

新
し
き
效
用
を
生
產
す
る
化
至
ら
し
む
。
同
時
に
许
戮 

女
到
斷
す
る
の
標
準
S

な
す
は
.

j 

_

の
誤
な
り
パ
：

::
.

金
體
ビ
調
和
せ
ざ
る
貨
物
は
拒
否
せ
ら
れ
、
15

定
的
效 

『

原
始
的
ft

會
k

於

道

：■

力
の
缺
乏
に
.
因
て
人
は
，|

ff
l

s

極
的
讓
を
典
ふ
る
財
に
ょ
つ
て
變
換
せ
ら
る 

絕
對
的
效
相
を
执
ぶ
を
逍
ら
れ
满
の
太
部
分
は
殆
^

鐵

\

可
し
。
自
然
カ
の
利
用
0-
:
改
^

並
^

其
の
經
濟
的
述
£
2 

ヵ
め
玲
故
を
风
ふ
、
然
も
彼
等
が
快
樂
を
受
け
得
可
き
に
因
名
生
產
-*

の
堺
加
は
：消
费
^

於

け

.る

此

等

の

變

七 

メ
嫩
の
則
に
就
て
は
既
.
k
:數

多

の

數

量

の

貰

首

れ： |

と

相

俟

ち

て

作

川

す

、

生

產

力

の

：
利

用

は

，池

费

を

支

配

. 

爲
め
に
；f

其
の
S

あ
f

之
れ
，f

つ

て

霉

き

I

I

?

?

霍
せ
ら
れ
生
產
力
の
咐
加
に
伴
、
 

快
樂
は
1

1

1

1

は
殆
I

l

f

 S

ふ
i

t

I

Q

I

S

S

f

l

lざ 

る
表
の
叙
賢
始
的
®

會
に
於
て
は
篇
貨
物
の
限
界
る
限
界
的
效
州
を
荷
し
且
つ
現
に
鍵
せ
ら
る
、
財
の

n

l

ミ

ィ

的

繁

は

書

に

低

<
 
或

は

殆
_

を
增
加
せ
し
む
る
に
利
用
f

れ
中
し
て
曹
股

.

.

.

'

.■

.

■

.

-

/

--

: 

.

.

界
^
?效
ji
l

を
何
す
.
'る
新
じ
^

財
の
生
雜
^
利
用
せ
ら 

る 

o
k
I
b
i
d
. 

}pp. 

45-4

CN)

『

新
ら
た
な
6-
M

S

S

R-

於
て
胱
R

使
)!
-I

せ
ら
る
、 

も
の
^>

同
.一

な
る
现
象
は
生
ず
ミ
雖
も
新
し
き
)'
«
べへ 

it

し
て
從
來
の
財
の
充
M

し
來
o

fs
A

您
切f

に
補
见
し 

て
他
の
新
し
き
愁
望
を
滿
足
せ
し
む
るg

は
其
の
限
界
一 

的
效
用
は
上
進
す
可
し
。
紐
雜
な
る一

足
の
，靴
は
其
の一 

所
府
者
を
し
て
裸
足
.0
丧
痛
を
免
れ
し
む
0
格
洽
に
^

て
美
1

な
る
一
足
の
靴
は
讹
等
め
齊
痛
を
除
く 
s

^

u

. 

稍
極
的
快
樂
の
源
た
る
：̂
し
y
第1

の
.上
衣
が
其
の
ft 

立
及
び
也
合
^

就
て
不
滿
の
源
^

な
.る
，.時
は
、
：餘
ニ
0
 

上
衣
は
之
れ
ょ
り
大
な
る
服
界
的
效
用
及
咐
す
可
し
,°

_1

着
の
^

務
服
と
夜
#

服
の
：1
襲
ば
共
^
其
の
所
涫
考 

を
访
譲
す
ビ
f

後
者
は
屢
'
大
な
る
限
界
的
效
川
を 

布
す
る
が
故
に
衣
服
の
限
界
的
效
用
は
一
猶
の
衣
服
を 

有
す
る
*

ょ
h

も
兩
*

を
^
:す

る
*:
に

對

し

て

高

か

s

w

l

H

(

i
cr
i
d
,
p
v
4
5

)

.

.

.

m
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〕

雜
錄
沿
奴
辟
濟
論

『

M

に

p
a
t
t
s

 

は
刺
々
の
财
の
增
加
^

伴
ふ
其
の
財
. 

の
消
费
R

就
き
て
の
滿
足
ヒ
消
费
全
體
ビ
し
て
：即
ち
此 

等
個
々
の
消
赀
を
總
括
し
て
之
に
加
へ
ら
れ
た
る
一
個 

:の

.]
?
1
毀
の
增
加
M

の
與
ふ
る
滿
足
ビ
の
關
係
を
明
か
に 

し
、『

各
貨
物
の
限
界
的
加
嫌
は
消
1

の
限
界
的
加
量
ビ 

相
等
し
き
效
用
を
荷
す
。』

ど
せ
9

。
か
く
て『

池
费
の 

 ̂

_

類

の

增

加

に

因

る

正

.規

0

影
響
は
從
來
の
生
產
に
於 

\

け
る
附
-̂

的
勞
働
者
を
し
て
强
き
悠
望
を
充
し
杩
可
き
.

|

新
し
&
生
產
に
轉
逆
し
め
"
か
ぐ
の
如
き
變
化
ヒ
共
に 

'
消
费
の
限
界
的
處
量
の
.有
す
る
效
州
は
以
前
ょ
ぅ
も
大

一
ヾ
し
な
る
可
し』

"

0

^

.0̂
0:
. p

p
.
私
6
-
4
7
)

:
『

生
產
に
於
け
る
ビ
等
し
<-

消

©

に

於

て

も

ー

つ

の

限 

界
ぁ
り
。
‘最
も
貪
弱
な
を
生
產
カ
を
府
す
る
土
地
が
使 

用
せ
ら
れ
ざ
る
が
如
く
^

最
も
弱
き
慾
望
は
充
M

せ
ら 

へ
れ
す
に
止
む
。
而
し
て
消
費
の
限
界
的
加
觉
が
强
き
慾 

:
11

を
充
す
場
合
に
は
消
费
の
限
界
高
し
裏
ふ
可
く
、

.か
ベ
て
消
费
の
純
類
を
增
加
す
る
も
の
は
消
费
の
限
*

第
十1

號 

一
二
七



第
十
四
猞(

一
六
三
〇
y

雜

錄

m

s

l

を
上
進
し
、
反
對
に
そ
の
砘
類
を
增
加
せ
し
ひ
る
事
な 

く
し
：て
單
に
|1

)
の
數
级
を
咐
办
す
る
も
の
は
與
の
限
界 

を
低
下
す
可
し』

。(P、
4
7
)

 

、

四

. 

.

::

か
べ
て
ぼ
ヰ
？

は
財
の
消
费
に
基
づ
ぐ
主
觀
的
價 

値
の
理
論
の
構
敗
^

入
れ
る
が
吾
人
は
此
の
ー
篇
に
於
，
 

て
は
81
:
#
の
經
濟
的
進
步
に
於
け
る
消
費
の
意
義
を
明 

か
に
す
る
に
止
め
、
そ
が
惯
値
に
對
す
る
關
係
並
び
に 

經

濟

學

上

，の

落
®
的
要
素
分
配
等
の
問
題
化
就
て
は
f j 

及
せ
ざ
る
可
く
僅
か
k

次
の 

一
Mr

を
«

て
'w
l

の
輪
を
終

j 

.ら
ん
^

す
。
 

：
' 

: 

『

動
的
社
脅
に
於
て
ば
消
赞
の
限
界
的
加
量
の
價
値
のj

 

上
騰
す
る

に

ょ
つ
て
生
舰
的
偾
値
は
上
避
す
る
の
倾
的j
 

あ
り
。
：社
#

の
發
達
に
於
け
る
各
連
«

»

時
代
は
i

 

, 

の
總
惯
値
を
し
て
漸
次
そ
0
總
效
用
に
近
か
ら
し
め
ん 

V
J

す
。
た

V

此

の

法

則

の

意

_

を

充

分

に

評

價

せ

ん

に

.は
，興
の
見
地
が
池
毀
者
：の
兌
場
な
る
事
を
念
頭
に
骰
か

第
十1

號

一

ニ
八
：

ざ
る
可
か
ら
す
。
消
爽
蒋
の
.價
値
は
緣
屋
衣
服
食
糧
誠 

び
に
谷
秫
の
完
成
品
に
關
す
。
，
其
は
消
费
の
祺
位
の
惯 

値
代
し
て
池
费
蒋
が
享
樂
を
求
め
得
る
補
充
的
貨
物
の 

集
^

の
偾
値
な
6

。
費
用(

8

S

V
は
價
倣
を
決
定
すV」 

信
ず
る
に
依
て
古
典
的
經
濟
學
者
は
當
然
に
典
の
惯
値 

硏
究
を
生
產
蒋
ょ
り
發
せ
り
:0

然

れ

共

愤

値

を

以

て

.消
 

§

の
主
觀
的
狀
態
R

依
ら
し
む

る
を
以
て
矛
盾
な
し 

.C
:
す
る
溝
は
消
费
者
.ょ
b

始
め
ざ
る
可
か
ら
f

j

。(p
a
t
-
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經
濟
學
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前
提
に
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し
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('xThe prels 
o
f
 

p
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穿̂
^
^
^
^
ョ
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說̂
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し
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^
^
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吕
ら
泛
卩
ゐ
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^
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:

(

他 

:

尙
数
鞘
ぁ
り
。(

九
，
1

0
、
5

)

..：：

!
!
s
1こ!
I
|
I
I

S 歐 
其 米
の 經

• : 研 濟  

究 史  

木 ：法 界
の

r  ,  へ ニ 隊

勢

5T
ト-邐- .9-a

:*
•
;'
:
五
、
諸
發
達
の
綜
合
の
必
婴 

E
に
惟
ふ
に
：特
殊
な
：る
研
究
を
繼
鑛
し
つ
、
も
亦
晋
ぃ 

人
は
綜
合
^
對
し
て
-—
*層
の
洼
®
を
^
け
、
»
*
せ
る 

硏
鑽
の
教
千
を
綜
合
し
將
來
の
研
究
を
指
導
す
る
を
得 

べ
き
.で
あ
る
.。

JE
R
吾
人
の
あ
る
者
は
旣
k
經
濟
史
に 

對
し
嫌
焉
た
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
M
し
斯
學
が
當
時 

ゆ
流
行
を
宇
寫
ず
る
が
如
く
此
の
境
域
彼
の
境
域
e
轉 

々
し
、

㈣
べ
ば
現
在
^
於
て
は
资
本
ご
勞
働
に
傾
き
て 

全
般
の
现
解
に
必
喪
な
る
旣
じ
認
識
せ
ら
れ
た
密
接
な 

關
係
を
有
す
る
他
の
重
要
な
る
部
■
を
，闕
都
せ
る

が
如 

&
事
之
で
ぁ
る
。-'
私
は
.所
詮
斯
學
0
最
上
0
興
味
は
次

ぎ
の
，一
一̂

の
平
衡
^
求
む
る
に
あ
る
事
を
信
ず
る
、
即 

も(

一)

视
在
の
差
迫
つ
た
同
題
を
滕
史
的
見
地
か
ら
研 

究
す
る
事
及
び
.
2

}

斯
學
の
趣
3
ti
l

を

完

成

す

る

..に

必

恶
 

な
る
彼
の
閑
却
せ
ら
れ

た

る

方
®

の
研
究
が
之
れ)

で
あ 

る
？
.蓋
し
綜
命
的
獅
究
|

ず
る
欲
求
は
常
に
分
析
的 

.
硏
究
R

對
す
各
«

求
-

交
猶
ず
る
。
 

.
杳
人
は
こ
の
振
子
の
振
動
が
第
十
八
肚
紀
の
初
め
か 

.ら
第
十
九
世
紀
末
に
■至
る
各
時
代
に
起
つ
た
の
を
見
名 

ぃ
事
が
出
來
.
•る
、
其
の
§

®

の
®

動
I

舊
歷
史
派
_

»

,

 

.
者
の
燥
急
な
綜
合
に
對
す
る
K

tf
i

e

し
て
の
特
殊
硏
究 

'
に
對
す
る
も
の
.
で
あ
つV

、

こ
の
傾
向
は
シ
ズ

T

ラ 

丨
の
流
派
の
周
圃
に
結
晶
し
た
。
 

彳
.

»

學
の
现
狀
に
於
て
の
主
®
な
る
綜
合
は
一
筒
の
中 

心
主
題
を
以
て
爲
さ
れ
な
け
れ
ば
な
6

な
い
。
其
處
で 

問
題
は
此
の
主
題
：、
他
の
す
ベ
て
の
間
題
が
其
の
•周
圍 

.に
廻
轉
す
る
處
の
主
題
を
黴
見
す
る
に
あ
る
。
此
の
.主 

題

：が

何

で.あ
；
る
か
：
に

關

(

しV
.

殆
ざ
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へ
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